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＜ニコニコ委員会＞                   小林弘委員 
  

 ◆並木幸雄 

  大川隆永会長、野澤新之助幹事には一年間ご苦労様でした。 

  すばらしい運営に感謝いたします。 
 

 ◆小林 弘 

  大川会長、野澤幹事１年間大変ごくろう様でした。 

  特に新会員の増強に力を入れられ、クラブを若返らせてくれま 

  した。  ありがとう。 
 

 ◆鈴木悦朗 

  大川隆永会長、野澤新之助幹事１年間おつかれさまでした。コロナ禍にありながらも 

  しっかりやることをやった年度であったと思います。これからもご活躍を祈念しており 

  ます。 
 

 ◆森谷充伯 

  大川、野澤年度、すばらしい年を過ごせました。 ありがとうございました。 
 

 ◆齋藤國春 

  大川隆永会長、野澤新之助幹事、コロナ禍の中大変ご苦労様でした。 

  大川高明来期会長、大塚来期幹事、来期からどうぞよろしく。 

 

 ◆児山守治 

  大川隆永会長、野澤新之助幹事 １年間お疲れ様でした。 
 

 ◆髙橋一彦 

  大川隆永様、野澤新之助様、 会長、幹事としての１年間大変にお疲れ様でした。 
 

 ◆大川隆永 

  改めて北クラブで良かったと思います。 

  皆様１年間ご協力いただきありがとうございました。 
 

 ◆大川高明 

  大川隆永会長、野澤新之助幹事一年間おつかれ様でした。 

  次年もご協力よろしくお願い致します。 

 

 ◆大塚精一 

  大川隆永会長、野澤新之助幹事一年間お疲れ様でした。 

  新型コロナウィルスにも負けず、変則的なクラブ活動の中でも、大いにその手腕を発揮 

  されたのではないでしょうか。 
 

 
《会報編集委員》関征啓・小椋伸也・鈴木悦郎・岡本真理子 社会奉仕基金 4585円 

 

 

国際ロータリー 第2790地区 第13グループ 
 

松戸北ロータリークラブ会報 

 

第2353回 例会 2022年6月29日(水) 

■ 例 会 日 - 

■ 例 会 場 - 

■ 事 務 所 - 

■TEL/FAX- 

■Web/Mail- 

毎週水曜日12：30より（第1例会18：30） 

流山市前ヶ崎717「柏日本閣」      

松戸市八ヶ崎1-11-13 ｻﾝﾗｲｽﾞﾊｲﾂ101   

047-711-5950 / 047-711-5910   

www.rc2790-12.jp / kanji＠rc2790-12.jp 

■国際ロータリー会長   シェカール・メータ  

■第2790地区ガバナー     梶原  等        

■第13Gガバナー補佐     織田 信幸    

■松戸北ロータリークラブ会長 大川 隆永 

2021-2022年度   

例会出席率   81.1 ％ 

「四つのテスト」 言行はこれに照らしてから 

１・真実かどうか      ２・みんなに公平か 

３・好意と友情を深めるか   ４・みんなのためになるかどうか 

社会奉仕委員会よりダイバーシティA.C千葉へ遠征用バックを贈呈、試合結果報告に来てくださいました。 
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＜会長挨拶＞                    大川隆永会長 
 

皆さん こんにちは 

 

大門さん、ダイバーシティAC千葉の皆様、本日はようこそお出

で下さいました。 

先週の家族例会では、会員の方々並びに奥様方にご出席いただ

き有難うございました。 

お陰様で、渋谷剛士さんの入会式も滞り無く執り行う事が出来

ました。そして、その後の懇親会でのウクライナ支援チャリ

ティーコンサートでは、皆様より沢山のご寄付を頂き、北クラ

ブの今年度最後となる国際奉仕を実行する事ができました。 

無償で出演していただいた西村協バンドの方々にも、お喜びい

ただけたことと思います。 

また、サプライズとしてコンサートの途中にカットインし、

「Can‘t Help Falling In Love」を熱唱していただいた、北ク

ラブのプレスリーこと、鈴木悦朗会員の歌声は、普段お経をあ

げている事もあり、抜群の安定感で会場を、更に盛り上げて頂きました。 

鈴木悦朗会員には、今回仮欠席された会員や、前日の蒲田行進曲により全身が痛いとのことで、先

に帰られた野村先生の様に、悦朗さんのオンステージを見逃してしまった方々の為に、次年度の家

族例会で、是非もう一度歌って頂きたいと思っております。 

何はともあれ、お酒や食事、そしてジャズを楽しみながら、最後には皆様が一つの大きな輪とな

り、３年ぶりとなる6月家族例会を無事成功に終える事ができたのは、クラブ奉仕委員長をはじめ

として、念入りに準備をして頂いた各委員会メンバーのお陰であると思っております。 

皆様方には、改めまして御礼申し上げます。 

 

さて、今年度も早いもので、あっという間に１年間が経ってしまいました。 

せっかく、皆様にも棒読みの会長挨拶に慣れていただいた頃かと思われますが、大川・野澤年度の

例会は本日が最後となります。 

 

 
＜第2353回 例会プログラム＞ 

                                                    司会 並木幸雄                                   

      12：30 例会開始時まで各自食事  

      12：50 点鐘                               大川隆永会長 

             ロータリーソング清聴   【♪我等の生業】  

      12：53 会長挨拶・報告                         大川隆永会長   

            幹事報告                            野澤新之助幹事  

      13：00 活動成果報告②次年度引継事項の報告 

            （５大奉仕委員長・幹事・会長）                                                    

      13：25 委員会報告       

            ◆社会奉仕委員会                        崎谷延好委員長 

             本日の社会奉仕基金発表                        

           ◆ニコニコ委員会                                      小林弘委員 

             本日のニコニコ発表 

           ◆本日の出席率発表                     小林辰幸委員長 

      13：30 点鐘                                大川隆永会長        
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＜活動成果報告＞ ＜次年度引継事項の報告＞      大川隆永会長 
 

私からの１年間の活動成果報告と次年度会長に対する引き継ぎ事項を発表さ

せて頂きます。 

 

昨年7月に「奉仕と増強」をテーマとして今年度がスタート致しましたが、

出だしの8月、9月は緊急事態宣言により、2月の後半は蔓延防止重点措置の

実施により、合計8回の例会が取り消しとなりました。 

今年度が始まる前に、私なりに事前準備をしてきたつもりですが、前年度と

同様にコロナ禍の影響により通常通りの例会運営や委員会活動がしづらい１

年間であり、その度に計画を中止したり、変更や延期をする必要があり、皆

様をはじめ、特に大塚プログラム委員長には、ご心配やご迷惑をお掛けした

事が思い出されます。 

 

年間予定例会数は43回でありましたが、8回取り止めとなりましたので、今年度開催する事ができた

例会は35回となりました。 

休会中は「ロータリークラブに入ろう！」という一冊の本との出会いや、ゴルフ同好会の存在がク

ラブの絆を繋いでくれた様な気がして、とても有り難く感じております。 

結果として、今年度は、就任挨拶で申し上げた通り、会員相互の結束を損なうことのない様に、可

能な限り例会を開催する事ができましたし、幸わい運が良かったのかもしれませんが、ガバナー公

式訪問や、恒例のクリスマス例会、花見例会、更に50名が参加してリアル形式で行われた講師例

会、新入会員の歓迎会、そして6月の家族例会と大きなイベントは、概ね開催する事ができました。 

特に4月6日に行われました講師例会は、３５回例会の中で一番印象に残る例会となりました。 

三村職業奉仕委員長には大変なご苦労をお掛け致したました。この場を借りて御礼申し上げます。 

 

また、奉仕事業フォーラムを2回、会員増強フォーラムを2回、クラブ研修については3回開催しまし

た。その成果もあって今年度の奉仕活動については、ダイバーシティAC千葉に対する支援をはじめ

として、青少年奉仕として子供会への協賛や、国際的にはトンガ、ウクライナに対する支援を行う

事ができました。 

そして何より、会員増強については、5名の方々にご入会いただき、しっかりと結果を出す事ができ

ました。 

それ以外においても、小椋会員を地区のポリオプラス委員に推薦させて頂いたり、次々年度ガバ

ナー補佐として鈴木悦朗会員を輩出することができたのは、北クラブにとって大きな成果となりま

した。 

以上のことから、今年度のテーマである「奉仕と増強」については、会員皆様のあたたかい友情と

ご協力により概ね達成できたのではないかと思います。 

 

（次年度会長幹事に対する引き継ぎ事項） 

 ①活動計画書の内部規定に第２条として「社会情勢及び政府・自治体等の指示要請」を追記し  

  て頂くこと。 

 ②社会奉仕事業として「クリーン作戦」を実施していただくこと。 

 ③北クラブオリジナルポロシャツ及びブルゾン制作の件 

   ④親睦旅行の実施 

 ⑤更なる会員増強と今年度の入会者5名に対する研修 

 

最後に、この１年間は理事・役員の方をはじめ、会員皆様に大変お世話になりました。 

心からお礼を申しあげます。 

これにて私からのご報告をおわらせて頂きます。有難うございました。  
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＜活動成果報告＞＜次年度引継事項の報告＞ 社会奉仕委員長 崎谷延好 

 

 本年度の活動結果を報告いたします。 

パラリンピック出場を目指し、知的障がい者のアスリート育成に活動

しているダイバーシティAC千葉に本クラブから遠征用キャリーバッグ

を贈呈いたしました。 

 

 また、年度始めに議題に挙がった、子供食堂の支援と清掃ボラン

ティアの件は活動に至りませんでした。 
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＜幹事記念品贈呈＞  
 

 大塚精一次期幹事より、野澤新之助幹事へ記念品贈呈 

思い起こせば、昨年7月に不安の中、野澤幹事と共に中古のカローラをピカピカに洗車をして、１

年分のガソリンを給油し大川・野澤年度が出発いたしましたが、今となっては、その車は泥だらけ

であり、そろそろガス欠を起こして止まりそうな状態でございます。 

そのような状態の中、昨日見た夢の中で、バックミラーを覗くと、満タン給油を済ませたばかりの

黒塗りの新型センチュリーが、次年度に向けて走り出し、私と野澤幹事を勢いよく追い抜いて行く

光景を見る事が出来ました。   
 

一瞬、こわい人達が乗っているのかと思いましたが、恐れながら車内を良く見ると運転席には、白い手袋を

した大川会長エレクトが、そして助手席には大塚次年度幹事が、またマッサージ機能付きの後部座席には50

周年に向けて強い意気込みを持った並木先生が乗車しておられました。  

大川会長エレクトに確認したところ、万が一、次年度に車が故障したとしてもメーカー保証がつい

ており、更に自動車保険にも加入しているので次年度は心配は無いとの事でした。 

安心して次年度にバトンを渡すことが出来そうです。  

 

私からの１年間の活動成果報告は、この後の五大奉仕委員長の発表の時にさせて頂き、それをもっ

て今年度を締めくくりたいと思います。 

 

皆様、１年本当に有難うございました。   

最後の会長挨拶とさせて頂きます。 
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＜活動成果報告＞＜次年度引継事項の報告＞    幹事挨拶 野澤新之助 
 

大川会長の元、幹事として2021-2022年度を務めて参りました。 

新年度始まってすぐに例会ができない時期が続いてしまい、コロナ禍でのロータ

リークラブ運営の難しさを実感いたしました。その後例会が開催できるようなっ

ても、また例会が開催出来なくなる時期があり、運営は感染対策に配慮しながら

行っていました。懇親会などの開催はまだ控えなくてはいけない状況が暫く続き

早くかつてのような日常に戻って欲しいと思っていました。 

ようやく情勢もやや落ち着いてきた春からは、機を逸せずに東漸寺での花見例会

を感染対策に配慮しながらなんとか開催できたことは非常に思い出深い出来事と

なりました。 

その後も歓迎会を兼ねた親睦会、移動例会も実施できるようになり、クラブに活

気が出てきたように思えます。クラブにとって親睦はとても大切だと改めて実感

いたしました。 

今期を振り返る中で、最も印象的なことは、ハロルド ジョージ メイ氏を招い

ての例会です。講演の内容ももちろんですが、それを実施するまでの会長はじ

め、職業奉仕委員会、増強委員会の皆様の熱量にただただ圧倒されてしまいました。 

取組む期日としては十分にあったとは決して言えない中、結果的に10名ものオブザーバーに出席いただきその

中からクラブへの入会者が出て会員増強できたことは、非常に嬉しく思います。 

熱意、想いは伝わるということを会長の側で幹事という役職に携わることによって教えていただきました。 

幹事として、地区の行事である地区大会への参加や13グループで行われるインターシティミーティングなどに

関してもこれまで漠然としていたものも、意識して参加するようになり自身のわずかばかりの成長を感じまし

た。松戸の5クラブ会長幹事会に参加する機会をいただいたことによりクラブ外のロータリアンと交流するこ

とができて、知り合えたことはとても勉強になりました。 

この一年間はクラブの年間活動やクラブの運営、各委員会、理事会について関わる機会がとても多くあり、物

事への認識不足や行動力不足を痛感し落ち込むこともありましたが、なんとか会長はじめ会員のみなさん、事

務局足立さんに支えられて今日を迎えることができました。 

この貴重な経験をもとに、今後のクラブ活動へ繋げていきたいと思います。 

一年間本当にありがとうございました。 

 

と皆さまにお礼を言って終える予定でしたが、 

就任時の挨拶でも行いましたなぞかけの熱狂的なファンの方からのリクエストがあり最後に披露させていただ

きます。 

 

大川年度と掛けまして、ボディビルダーの筋肉と解きます。 

その心は、どちらも増強しております。 

松戸北ロータリークラブと掛けまして、丹波哲郎と解きます。 

その心は、どちらもれいかい(例会 霊界)を大切にします。 

松戸北ロータリークラブと掛けまして、古くからある神社と解きます。 

その心は、どちらもしんぼく(親睦 神木)を大切にしてます。 

最後に無症状でPCR検査を受けた私と掛けまして、ピーターパンに登場するティンカーベルと解きます。 

その心は、どちらもようせい(陽性 妖精)です。 

 

なぞかけは次年度への引き継ぎ事案ではありません。大塚次年度幹事にお任せ致します。 

まとまらない挨拶となりましたが以上でございます。 

一年間本当にありがとうございました。 

 

＜補足就任時なぞかけ＞ 

ロータリークラブとかけまして、きのこと説きます。  

その心は、どちらもほうし(奉仕，胞子)で増えてゆくでしょう。  

好評なので、もう一つ  

大川年度と掛けまして、机の引き出しに隠してあった息子の漢字テストと説きます。  

その心は、どちらもはってん(発展、8点)しかないでしょう。  
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＜活動成果報告＞＜次年度引継事項の報告＞ クラブ奉仕委員長 小澤直之 
 

2021-2022年度 クラブ奉仕委員長成果報告 

 

昨年後半からコロナ禍が落ち着き始めて、１２月のクリスマス例会から親

睦絡みのイベント事が再開されました。 

３月の東漸寺さんでの花見例会と北松戸「はな膳」での夜間移動例会、５

月の新入会員歓迎会、６月の家族例会と主たる親睦イベントが滞りなく実

施出来ました。 

これも各委員会の委員長をはじめとした委員会の皆様のご協力があってこ

その結果であり、皆様には感謝いたします。 

通常であれば当たり前だったスケジュールでしたが、コロナの影響で長期

を経ての再開だったせいか余計に達成感を感じました。 

来年度は、更にクラブ内での親睦イベントが多く催される事を期待したいと思います。 

＜活動成果報告＞＜次年度引継事項の報告＞    青少年委員長 柳孝実 
【成  果】 

 

１．ＲＹＬＡへの参加は新型コロナウィルス感染症が集束していなかっ 

  たことから見送った。 

２．社会奉仕委員会と連携して、ダイバーシティA.C千葉へ遠征用バッ 

  クを贈呈した。 

３．職業奉仕委員会と連携して、豊田章男氏のバブソン大学でのスピー 

  チ動画を視聴した。 

３．松戸市小金南地区子ども会育成会連絡協議会へ1万円の支援実施。 

 

【次年度青少年委員長へ】 

 

小金南地区子ども会育成会連絡協議会様から支援の相談を受けたのが6月に入ってからだったため、

今年度は1万円の支援のみとなりました。 

次年度改めて会長の安井裕道様へご連絡いただき、運動会、ハロウィン行事での人的支援や参加し

た子供たちへのプレゼントの支援など、今後当クラブとして可能な奉仕活動を模索してください。 

＜活動成果報告＞＜次年度引継事項の報告＞  国際奉仕委員長 小澤盛明 
    

コロナ過の中、オリンピック・パラリンピックを間近に迎え、どのような活

動をすれば国際貢献が出来るか、また日々変化する国際情勢を踏まえ国際奉

仕という事を見つめ直しどのような活動をするのが良いのか 会長・委員会

メンバーと共に模索していきたいと思います。  

 

１．地区奉仕委員の方に卓話を依頼し、コロナ過における国際奉仕活動状 

  況などを勉強する機会を設けたい。 

２．国際情勢の変化に追いつくために、情報収集に努めたい。  


